
工法名： 鉄筋機械式継手・機械式定着 No. 2018-躯体（RC）-05

■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

■検索用分類 　

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2018.04.01

Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

Phase5(施工）

メーカー等 東京鉄鋼、JFE条鋼、日本スプライススリーブ㈱等

備　考 ・原設計から変更する場合は、設計変更手続きが必要。

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種

特　許 なし

・認定（評定）条件による適用条件

①機械式継手
スリーブ等とそれに挿入した異形鉄筋の節との機械的な噛み合いにより接合する継
手。

②機械式定着
定着板等の定着体をの支圧により、鉄筋の応力をコンクリートに伝達する定着。

特　徴
・

効　果
・

メリット

【工期・コスト】
・従来の圧接継手や折り曲げ定着に比べて、配筋が単純化され、鉄筋の加工手間や
配筋施工手間の省力化が期待できる。
・資格が必要な圧接と違い、講習を受ければ、土工や鉄筋工でも施工可能なので、多
能工化、作業の平準化が期待できる。労務費を含めると圧接よりコストが低い場合も
ある。
【品質】
・配筋が単純化され、コンクリートのかぶり厚さや鉄筋の間隔が確保しやすい。
・圧接のように降雨や強風等の天候に左右されずに品質を確保しやすい。
・隣り合う鉄筋でも同位置での継手が可能なため、PCa工法の他、在来工法における
鉄筋先組等にも有効。
【注意事項】
①機械式継手
・太径、高強度鉄筋の施工においても、技能者に特別な資格は必要ない
②機械式定着
・定着体からの応力伝達のため、折り曲げ定着に比べ、かぶり厚さが大きくなる場合
がある。
③機械式継手、機械式定着共通
・施工にあたり、メーカーの施工技術講習の受講が必要である。
・品質管理項目は、認定（評定）条件等により異なる場合があるので注意が必要であ
る。

鉄筋定着（事例） 

機械式継手（事例） 

メーカー資料より 
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